
あ
ず
ま
や
で

過
ご
す
時
間

「  

　
　
　
」

特
集

市
内
に
点
在
す
る
「
あ
ず
ま
や
」。

い
つ
も
は
通
り
過
ぎ
る
だ
け
の
そ
こ
に

腰
を
下
ろ
し
、
涼
風
を
感
じ
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
時
を
過
ご
し
て
み
る
と

新
し
い
発
見
や
出
会
い
が
あ
る
か
も
。

エ
ア
コ
ン
の
き
い
た
部
屋
を
出
て

あ
な
た
の
地
域
に
あ
る
あ
ず
ま
や
で

エ
コ
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

今月号の表紙写真は知念岬公園。久高島が浮かぶ太平洋を眺めていると、地球の

丸さを実感させてくれる。自然と神の島からのパワーを受けながら、お弁当でラ

ンチ。こころもからだも充実。

グ
ス
ク
ロ
ー
ド
公
園
の
大
あ
ず
ま
や
か
ら
美
し
い
音
色

が
。
毎
月
第
二
火
曜
日
は
オ
カ
リ
ナ
を
楽
し
む
会
「
た
ん

ぽ
ぽ
」
の
練
習
場
所
と
な
っ
て
い
る
。「
涼
し
い
し
、
雨

の
日
も
大
丈
夫
。
絶
好
の
場
所
」と
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
。

憩
いこう

涼
すずむ

癒
いやす

光
ひかり

美しい朱色に生まれ変わったミーグスク

の展望台。島添大里グスクの出城であっ

たと言われるここからは馬天港や、遠く

は首里城なども見える。案内板には周辺

城跡の方角も指示されており、歴史を偲

びながら想いを巡らせてみるのもいい。

昼間はお年寄りたちがゲートボールを楽しむ糸数農村公園。「ここからの夜景はどこ

にも負けんよー」。オジィのそんな言葉を信じ、日の沈んだ頃、再び訪れた。信じる

者は救われる。透き通った涼しい風に、街の灯りが星空のようにまたたく。

偲
しのぶ

尚巴志ハーフマラソンのコースにも

なっている沖縄のみち自転車道。汗を

かき、たどり着いたあずまやの日陰に

入るとすーっと爽やかな清涼感を味わ

える。眼下には中城湾を望む。

奥武島自慢のてん
ぷらを食べながら
一休みはいかが？

やっぱりビーチ
パーティで BBQ で
しょう！！

のんびり釣りをし
ながら三線をひい
てみるとか。

佐敷干潟をぼぉっ
と眺めながら自然
について考える。

放課後、子どもた
ちの憩いの場と
なっていたヨ！

奥武島 あざまサンサンビーチ 志喜屋やすらぎパーク さしきスポレクセンター 第２大里グリーンタウン

あ ず ま や エ ト セ ト ラ
このほかにも場所によって過ごし方はいろいろ！　あなたの近くのあずまやを探してみよう！！

公共施設はきれいに使いましょう。

ゴミは持ち帰りましょう。来た時よ

りも美しく！虫さされにも注意！！
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運が良い日は、ウミガメ・サメ・エイもみれるよ

うみんちゅ体験募集

●  日程　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ９：００～ 9 :15　集合　
 ９：１５～ ９：３０　移動
 ９：３０～11：00　定置網漁体験
11：00～１1：15　移動
１1：１５～１２：３０　みんなで料理
１２：３０～１３：３０　食事タイム
１３：3０～１４：００　後片付け・解散

期　 日 ：
場 　所 ：海の館・イノー　※南城市あざまサンサンビーチ内
講 　師 ：照喜名 智さん（市観光人材バンク登録者）
定 　員 ：１２名（小学生以上）
参加料 ：大人３,000円　小人（小・中学生）２,000円
 　　　　※船代・保険代・昼食代含む

お問い合わせ先・申し込み先 ： がんじゅう駅・南城
ＴＥＬ 098-948-4660　ＦＡＸ 098-948-4644

URL　http://nanjo-taiken.com

平成２２年７月２４（土）、8月7日(土)

◎期　日：平成22年8月1日（日）
　　　　　　　　～8月8日（日）
◎時　間：9：00～18：00
◎場　所：がんじゅう駅・南城
◎料　金：入場無料

～ 公 民 館 講 座 受 講 生 募 集 ～
　４月に配布した公民館講座の今年度開講予定表はご覧になりましたか？

今月号では下表の講座受講生を募集します。

対　　象 ： ①成人　　② 60歳未満の成人男女

申込方法 ： 玉城・知念中央公民館、佐敷市民課 (窓口 )、教育指導課（大里
庁舎）にある申込用紙に 記入のうえ提出してください。

　　　　　※応募者多数の場合、抽選の上当選者のみに通知します。
申込期間 ： ① ７月１３日（火）～２０日（火）② ７月２０日（火）～３０日（金）
受付時間 ： ８：３０～１７：００
お問い合わせ ： 玉城中央公民館　948-7320
　　　　　　　知念中央公民館　948-1030

真夏の宵は音楽と芝居で心もからだもリフ
レッシュ！　南城市誕生とともに始まったこ
の企画も市民に支えられ５年目を迎えまし
た。今年は１０箇所を駆け巡ります。
どの公演も入場無料

●笑いと涙と驚き二人芝居
   まぶい恋唄
作・演出：みうらもとお
出演：津波信一・上地陽紗

南城市出身で今最も旬な役者“ 信ちゃん ”こと津波信一さ
んが南城市の各字公民館を駆け回ります。心温まる内容に
最後は会場が一体となって感動することでしょう。

◆あらすじ◆　これは“ とてもおっかなしい話 ”です。朝
次と安恵は、「なんでも屋」を営む、仲のよい若夫婦。ある
日二人は、朝次のふるさと「ウミチル山」にピクニックに
でかけた。そう、二人きりの楽しいひとときのはずでした。

８月２日（月）場所：小谷公民館
８月３日（火）場所：屋嘉部公民館
８月４日（水）場所：具志堅公民館
８月５日（木）場所：稲福公民館

●浅野祥with 大城貴幸　～三味線・三線南城ツアー～
出演者：浅野祥、大城貴幸、與儀朋恵

南城市大城出身の若手三線奏者大城貴幸が他ジャンル
のゲストを招き、共演しながら南城市を案内する企画。
今回は津軽三味線奏者の浅野祥さんを招いて開催しま
す。浅野祥さんは幼ない頃から津軽三味線を始め、石
川さゆりやオレンジレンジとの共演を果たし、ジャン
ルを超えて活動の場を拡げています。お隣り八重瀬町
出身の太鼓奏者、與儀朋恵さんも参加。古典から民謡、
津軽三味線の曲、はたまたクラシックまで飛び出し老
若男女を問わずお楽しみ頂ける内容です。

８月１１日（水）場所：海野公民館前広場
　　　　　　　　時間：午後７時１５分～
８月１３日（金）場所：大里城跡正殿前広場（西原区）
　　　　　　　　時間：午後７時１５分～
８月１４日（土）場所：新里公民館前広場
　　　　　　　　時間：午後７時１５分～

主催：南城市　南城市文化のまちづくり事業実行委員会
共催：玉城自治会、喜良原区、県営知念団地自治会、小谷自治会、
屋嘉部区、具志堅区、稲福区、海野区、西原区、新里自治会
助成：（財）地域創造

地域めぐり
出前ステージ２０１０

シュガーホール発

●さしきウインドアンサンブル
    夕涼みコンサート
出　演：さしきウインドアンサンブル
進行役：こきざみインディアン、パーラナイサーラナイ

南城市民を中心にメンバー構成された南城市吹奏楽団「さ
しきウインドアンサンブル」が、吹奏楽曲や歌謡曲、ジャズ、
アニメソングなど多彩なナンバーを楽しくお届けします。
カラオケならぬ生オケなど区民に参加して頂くプログラム
も多数用意しております。

８月１日（日）場所：玉城公民館前広場
　　　　　　　時間：午後７時１５分～
８月７日（土）場所：喜良原公民館前広場
　　　　　　　時間：午後７時１５分～
８月８日（日）場所：県営知念団地広場
　　　　　　　時間：午後７時１５分～

※やむを得ず出演者が変更になることもございます。
   予めご了承下さい。
※進行役は８月７日がパーラナイサーラナイ、８月１日・８日がこ
きざみインディアンです。

－ お問い合わせ －
がんじゅう駅・南城

南城市知念宇久手堅541番地

TEL 098-948-4660

８月７日（土）
１４時～１５時
参加料　１００円

「お気軽写真教室」

南城市地域活動支援センター相談事業のご案内

野の花
　地域活動支援センター野の花は、南城市民の
障がいのある方が安心して地域で快適に暮らし
ていけるようお手伝いします。

１　まずはゆっくりとお話をお聞きします。

２　一緒に解決策を探っていきましょう。
　 いろいろな専門機関と一緒に協力します。

３　必要な障害サービスの利用のお手伝いをします。

　市内に住む、障がい児者（身体、知的、精
神）及びご家族等に対して、日常生活の困りご
とや福祉サービス利用手続きなど、お気軽にご
相談下さい。電話相談や面接相談をお受けし
ています。
　相談内容によっては、より適切な関係機関を
ご紹介する場合もあります。

　これ一冊で南城市の過
去から現在が分かります。
好評発売中。２,０００円。お
買い求めしやすい金額に
なっております。

南城市地域活動支援センター 野の花
費用は・・・ 無料です。その他必要に応じてかかる

費用は自己負担です。

開所日：月～金曜日（午前8時30分～午後5時15分）

〒９０１-１２０６
　沖縄県南城市大里字仲間１１２４番地１
　電　話／FAX：８８０ー０５７６
　E-mail：shakyo-nonohana@nanjo-shakyo.jp

社会福祉法人
南城市社会福祉協議会

開 設 日

受付時間 午前９時～午後５時

こころとからだの健康相談を開設
しました！
毎週火、金曜日　午後１時～５時

月曜日～金曜日
（土日、祝日、年末、年始は休み）

南城市初の
市史発刊！！！

お問い合わせは
文化課市史編集室まで。

℡９４７－６２２４

講　座　名 定員 実 施 日 教材費 講 師 名 場　所

①

パソコン入門 １４人 ９月７日 ( 火）～９日 ( 木 ) 
１４:００ ～１６:００ 1,000 円

當 間　訓
玉城

中央公民館
ワード入門 １４人 ９月１４日 ( 火）～１６日 ( 木 ) 

１４:００ ～１６:００ 1,250 円

②

な
ん
じ
ょ
う
学
級

開級式 第 1 回

25 人

９月１０日 ( 金 )
14:00 ～ 17:00 加賀　哲彦

玉城
中央公民館

第 2 回 　 １０月８日 ( 金 )
 14:00 ～ 17:00 熱田　　守

第 3 回 　 １１月５日 ( 金 )
14:00 ～ 17:00 屋嘉部　勝盛

第 4 回 閉級式 １２月１０日 ( 金 )
14:00 ～ 17:00 大城　浩明
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平成２２年度　国民年金免除申請の受付が始まります。
平成２２年度国民年金の一般・若年免除申請が平成２２年７月１日から受け付け開始となります。
現在南城市に住所のある２０歳から６０歳までの国民年金加入者の方で、経済的な理由等で国民年金保険料
を納めることが困難な方は必ず申請を行いましょう。

※　平成２２年度の一般・若年免除対象期間は平成２２年７月分から平成２３年６月分までとなります。
※　平成２１年度の一般・若年免除の受付は、平成２２年６月末までとなっております。

長寿医療（後期高齢者医療）制度
『国民健康保険高齢受給者証』及び
『国民健康保険特定疾病療養受療証』の年次切り替えについて

　南城市の国民健康保険に加入されている７０歳以上の方（後期高齢者医療該当者を除く）がお持

ちの「国民健康保険高齢受給者証」と、南城市の国民健康保険に加入している方で、人工透析を行っ

ている７０歳未満の方がお持ちの「国民健康保険特定疾病療養受療証」の有効期限が平成２２年７

月３１日までとなっております。　新しい「国民健康保険高齢受給者証」及び「国民健康保険特定

疾病療養受療証」は、７月中に郵送いたしますので、届きましたら取り替えてご使用いただきます

ようお願いいたします。

平成22年度長寿医療（後期高齢者医療）保険料について
～　平成22年度の保険料が7月に決まります。　～

保険料の決まり方

保険料の被保険者均等割額負担軽減の基準

保険料の納め方　・・・　保険料額決定通知書で納付方法の確認を！！！

上限額は５０万円

保険料 ＝ 均等割額
４８，４４０円

被保険者全員が等しく負担

＋ 所得割額
（所得-33万円）× 8.80％

所得に応じて負担

① 年金天引き対象となる方　（特別徴収）
　　年金が年額１８万円以上の方で、長寿医療保険料と介護
　　保険料との合計額が年金受給額の１/２を超えない方。
　　年金天引き対象の方は、すでに仮徴収（４月・６月・８月の
　　年金から天引き）が始まっています。

②　年金天引き対象外となる方　（普通徴収）・・・　窓口支払または口座振替でのお支払い

○年度の途中に７５歳になった方

○年度の途中に南城市へ転入した方

○これまでに年金天引きから口座振替への変更手続きをした方

世帯（世帯主及び被保険者）の総所得金額等（医療費控除や社会保険料控除等各種控除をする前の額)が　

お問い合わせ　 健康課　(大里庁舎)　９４６-８９６１

　基礎控除額（３３万円）を超えない世帯で、「被保険者全員が年金収入８０万円              
　以下」の世帯（その他各種所得がない場合）               ９割軽減

　基礎控除額（３３万円）を超えない世帯 8.5割軽減

　基礎控除額（３３万円）＋２４．５万円×世帯に属する被保険者数
　（被保険者の世帯主を除く）を超えない世帯 5割軽減

　基礎控除額（３３万円）＋３５万円×世帯に属する被保険者数を超えない世帯 2割軽減

➡

➡

➡

➡

被
保
険
者

の
皆
様
へ

平成２２年８月から
被保険者証が切り替わります
（有効期限が平成２３年７月３１日となります）

新しい被保険者証は、７月下旬までに、郵送又は窓口等で交付します。
▼

▼
８月からは、医療機関の窓口に新しい被保険者証を見せてください。

被保険者証が届いたら、住所・氏名・一部負担金の割合を確認してください。

お問い合わせ 健康課（大里庁舎）　９４６－８９６１

長寿医療（後期高齢者医療）制度

４月
仮徴収 本徴収
6月
２期

8月
3期

10月
4期

12月
5期

2月
6期

1期
7月

2期
8月

3期
9月

4期
10月

5期
11月

6期
12月

8期
2月

9期
3月

7期
1月

お問い合わせ　健康課（大里庁舎）９４６－８９６１

入院時に医療機関の窓口に認定証を提示すると窓口での支払いが下記の限度額までになります。
また、住民税非課税世帯の方は入院時の食事代も減額されます。

所  得  区  分
自 己 負 担 限 度 額

食事代の負担額 (1 食当たり)
３回目までの限度額 ( 月額 ) ４回目以降の限度額 ( 月額 )

上位所得者 ※ 1 150,000 円＋( 医療費－500,000 円 )×1% ８３，４００円
２６０円

一     般  ※ 2  80,100 円＋( 医療費－267,000 円 )×1% ４４，４００円

住 民 税
非 課 税 世 帯

３５，４００円 ２４，６００円
２１０円

過去 1 年間で 90 日を超える入院

１６０円

※ 1　上位所得者とは、基礎控除後の総所得金額などが６００万円を越える世帯。
※ 2　一般とは、上位所得者以外の住民税課税世帯。
注）所得の申告をしていない方は、上位所得者とみなされます。
注）保険税の納め忘れがある方は、限度額適用認定を受けることができません。

所得区分
自 己 負 担 限 度 額

食事代の負担額 (1 食当たり)
外来のみ 〔個人単位〕 外来＋入院 〔世帯単位〕

一定以上
所 得 者

４４，４００円

８０，１００円＋（医療費 -267,000）× 1％
医療費が 267,000 円を超えた場合は、そ
の超えた分の 1%を加算 ４回目以降は
４４，４００円

２６０円

一 　 般 １２，０００円 ４４，４００円

低所得Ⅱ ８，０００円 ２４，６００円
２１０円

過去 1 年間で 90 日を超える入院 
１６０円

低所得Ⅰ ８，０００円 １５，０００円 １００円

● ７０歳未満　国民健康保険加入者
 　国民健康保険証　　印鑑　 

● ７０～７４歳までの国民健康保険加入者
　対象者⇒世帯主及び国民健康保険に加入されている方全員が平成２２年度市県民税「非課税」の世帯    
　国民健康保険高齢受診者証　　印鑑

● 後期高齢者医療保険加入者
　対象者⇒世帯員全員が平成２２年度市県民税非課税である方   
　後期高齢者医療被保険者証 印鑑

お問い合わせ　 健康課　( 大里庁舎 )　９４６- ８９６１

７０歳未満の方

７０歳以上の方

手続きに必要なもの

受　付　場　所

平成２２年度国民健康保険及び長寿医療（後期高齢者医療）保険の
「限度額適用認定証」　・　「限度額適用・標準負担額減額認定証」

申請受付は８月１日から

大里庁舎　健康課　窓口
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南部東道路の都市計画決定に向けての住民説明会を開催します。南部東道路の都市計画決定に向けての住民説明会を開催します。
　沖縄県ならびに南城市では、地域高規格道路「南部東道路」の早期事業化に向けて業務を実施し
ております。これまで事業化に向け意見交換会を開催してきましたが、会の中で地域の皆様から要
請のあった事項や、関係機関との協議結果を踏まえ新南風原交差点から大里東ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ間の道路
計画を一部変更しました。
　つきましては、新たな計画内容で都市計画決定に向けての説明会を下記のとおり開催いたします。
なお、今回の説明会で概ねの道路計画を記載した地積図も用意しますので、道路計画とご自分の土
地の関係が判るようにしております。
　ご多忙な折に恐縮ですが、住民及び関係者の皆様の多数のご参加をお待ちしております。
今回の事業説明は、先に記したように新南風原交差点から大里東ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ間の変更についてでは
ありますが、本事業の内容をご確認したい方はどなたでもご参加下さい。
◆開催日時及び場所

◆お問い合わせ
沖縄県　土木建築部
都市計画・モノレール課　企画班
☎098‐866‐2408
沖縄県　南部土木事務所　計画調査班
☎098‐869‐1788
南城市　産業建設部　都市建設課
☎098‐948‐2141

日時　平成２２年７月 ２１日（水）
場所　大里農村改善センタ－
時間　午後７時～午後９時

６５歳以上のみなさん !!

サークル
くるくる⑮

サークル
くるくる⑭

南城市コーラスグループ
ウィングスなんじょう

プアケパロー
フラサークル

楽しいハワイアンフラを一緒に
踊ってみませんか？
健康第一をモットーにしています。

代表者
町田啓子
活動日

毎週木曜日　午後２時～４時
場　所

大里農村環境改善センター
講　師
與那覇勝美
会　費

月２０００円
お問い合わせ

TEL 090-5289-4994（町田）

　シュガーホール開館を機に結成され、活動してきた女
声コーラスグループ「ウィングスさしき」が、この度「ウィ
ングスなんじょう」に名称を替えて、また新たな一歩を
踏み出します。結成から１７年、「明るく・楽しく・永く」
をモットーに活動してきました。主な出演機会は毎年２
月に行われる「全沖縄おかあさんコーラス大会」です（来
年は浦添市てだこホールで開催されます）。本大会を目標
として様々な歌に挑戦します。週１回２時間の練習はヴォ
イストレーニングから始まり、歌の仕上げまであっとい
うまに過ぎてゆきます。忙しい家事から離れての癒しの
時間です。歌うことの好きな南城市のおかあさん、一緒
に楽しく歌いましょう。

練習日時
　毎週火曜日（第５週目はお休み）午後８時～１０時
場　　所
　南城市文化センター・シュガーホール　リハーサル室
指 導 者　玻名城　律子先生（声楽家）
ピ ア ノ　外間美千代先生
　　　 　 月　　謝　２，０００円
　　　　  団　　長　幸喜恵子　ＴＥＬ９４７－６９０９

vol.19  

新里 光子さん （南風原）
しんざと  みつ  こ

Mitsuko Shinzato

お
花
畑
が
つ
な
げ
る

人
の
き
ず
な
。

　
大
里
南
風
原
の
集
落
を
歩
く

と
の
ど
か
な
お
花
畑
が
多
い
。

新
里
光
子
さ
ん
の
お
花
畑
は
年

中
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
い
て

い
て
、
道
行
く
人
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る
。
よ
く
見
る
と

花
の
名
前
を
書
い
た
名
札
の
下

に
人
の
名
前
が
。

﹁
い
ろ
ん
な
方
と
花
を
交
換
し

合
っ
て
て
、
そ
の
方
々
の
名
前
。

い
つ
ま
で
も
絆
を
大
切
に
し
た

く
て
﹂

　
４
月
に
行
な
わ
れ
た
オ
ー
プ

ン
ガ
ー
デ
ン
に
は
庭
主
と
し
て

参
加
し
、
そ
こ
で
も
友
達
が
た

く
さ
ん
で
き
た
。
今
で
は
お
昼

ご
飯
を
食
べ
に
行
く
仲
な
ん
だ
と
か
。

　
定
年
を
迎
え
た
３
年
前
か
ら
、
夢

だ
っ
た
お
花
畑
づ
く
り
を
コ
ツ
コ
ツ
と

始
め
た
。去
年
、当
時
小
学
６
年
生
だ
っ

た
孫
の
新
里
貴
司
君
が
お
話
大
会
で
学

校
代
表
に
選
ば
れ
た
。
題
目
は
﹁
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
花
﹂。
光
子
さ
ん
の
こ
と
を

話
に
し
て
い
た
。

﹁
コ
ツ
コ
ツ
や
れ
ば
花
が
咲
く
よ
う
に
、

人
も
同
じ
。
人
の
輪
も
広
が
る
。
そ
ん

な
こ
と
を
話
し
て
い
た
。
本
当
に
や
っ

て
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
﹂

　
誕
生
日
に
は
孫
た
ち
か
ら
花
の
種
を

も
ら
う
の
が
一
番
う
れ
し
い
の
だ
そ

う
。
友
達
や
家
族
の
絆
に
あ
ふ
れ
た
お

花
畑
が
、
や
さ
し
く
風
に
揺
れ
る
。

平成２２年度普通徴収の方の介護保険料の納付が始まります。
保険料の納め方は、　
　【特別徴収】：年金から天引きされる場合と、【普通徴収】：納付書による納付　の２つに分かれます。
　いずれの納め方になるかは、老齢・退職（基礎）年金等の受給額などで決まります。
※特別徴収の方は、すでに仮徴収（４月・６月・８月の年金から天引き）が始まっています。

特別徴収 ＝ 年金から天引きされます。
【対象者】
　老齢・退職・障害・遺族年金が、年額１８万円以上の方

普通徴収 ＝ 納付書で個別に納めます。
【対象者】
　老齢福祉年金受給者
　年度の途中で６５歳になった方
　年度の途中で他の市町村から転入した方
　年度の初め（4/1）には年金を受給していなかった方

【納め方】
　納期ごとに、広域連合から送られてきた納付書をもって
　指定の金融機関などで納めていただくか、口座振替に
　よって納めていただきます。

※口座振替をご利用ください！
　保険料が金融機関から自動的に振り替えられるため、手間が省け、納め忘れもなくなります。
　取り扱い金融機関で、通帳届出印、通帳、納付書を持参して「口座振替依頼書」に必要事項を記入して申し込みます。

★介護保険料納付のお願い★
　皆さんに納めていただく保険料は、介護保険の大切な財源です。
　だれもが安心してサービスを受けられるように、保険料は必ず納めましょう !!

 【お問い合わせ】　　社会福祉課　介護長寿係 ( 大里庁舎 )  TEL ９４６－８９９６

【特別徴収の納め方】

【普通徴収の納め方】

1期 2期 3期 4期 5期 6期
4月 6月

仮徴収
8月 10月 12月

本徴収
2月

1期 2期 3期 4期 5期 6期
7月
☆年間の保険料（12ヶ月分）を、9回に分けて納めていただきます。

8月 9月 10月 11月 12月
7期
1月

8期
2月

9期
3月

確定した当該年度の年税額から仮徴
収額を差し引いた残額を３回に分け
て納めていただきます。（本徴科）

前年度並みの所得と仮定して仮
徴収額を算出し、３回に分けて
納めていただきます。（仮徴科）
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市
出
身
者
と
し
て

初
の
グ
ラ
ン
プ
リ

5/16

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
０

勝
敗
の
行
方
は
・
・
・
？

5/26

灯
台
を
見
守
り
続
け
て

30
年
、
春
の
叙
勲

5/31

　
30
年
間
、知

名
崎
灯
台
の

灯
火
監
視
協

力
者
を
務
め

た
と
し
て
、知

中
山
区
、

地
域
の
こ
と
を
報
告

5/30

▲文化財巡り後のワークショップ。いろいろな思い出を語り合う。

▲照喜名名公さん

▲賞状と勲章を受け取ったご家族と海上保安本部の方々 ▲知名崎灯台

▲グランプリの重島清香さん

▲お楽しみ抽選会（上）
　たなびく神埼市旗（下） 

▲津波古公民館でのラジオ体操。気持ち良さそう～

▲コントを織り交ぜて会場の笑いを誘った中山合唱団

大
里
西
原
地
区
で

地
域
の
宝
を
再
認
識

5/29

　
島
添
大
里
グ
ス
ク
な
ど
多
く
の
文
化
財
を

抱
え
る
大
里
西
原
地
区
で
、
文
化
財
巡
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
小
雨
の
降
る
中
、
地
域
住

民
10
名
程
が
参
加
。
地
元
に
住
み
な
が
ら
も

普
段
触
れ
る
機
会
の
な
い
森
の
奥
深
く
の
御

嶽
等
を
巡
り
、
興
味
深
く
説
明
員
の
ガ
イ
ド

を
聴
い
て
い
ま
し
た
。
文
化
財
総
合
的
把
握

モ
デ
ル
事
業
の
一
環
。

　
文
化
財
巡
り
の
あ
と
は
公
民
館
に
て
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。「
昔
は
チ
チ
ン
ガ
ー
な

ど
の
水
源
は
毎
週
日
曜
日
に
子
ど
も
た
ち
が

掃
除
を
し
て
い
た
。
正
月
な
ど
は
チ
チ
ン

ガ
ー
か
ら
若
水
を
汲
ん
で
お
年
寄
り
の
家
に

持
っ
て
い
く
と
お
年
玉
が
も
ら
え
て
う
れ
し

か
っ
た
も
ん
だ
よ
」
な
ど
、
文
化
財
に
対
す

る
愛
着
や
思
い
出
な
ど
を
語
り
合
い
ま
し

た
。
今
後
は
同
モ
デ
ル
事
業
の
中
で
、
文
化

財
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　
中
山
集
落
セ
ン
タ
ー
に
て
、「
平
成
22
年

度
中
山
区
豊
年
祭
・
敬
老
祝
・
出
生
祝
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
、
区
の
農
業
生
産
高

や
、
高
齢
者
・
出
生
児
の
人
数
等
を
報
告
を

す
る
行
事
。

　
古
謝
市
長
は
来
賓
あ
い
さ
つ
で
「
人
間
関

係
が
希
薄
に
な
っ
た
現
代
に
お
い
て
、
地
域

の
状
況
を
報
告
し
あ
う
素
晴
ら
し
い
行
事
。

区
を
挙
げ
て
親
睦
を
深
め
る
の
は
意
義
深

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
の
後
、
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
方
々

が
余
興
を
し
て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

一日民生委員
5/18

南城市更生保護女性会（大城ミヨ
会長：写真中央）の皆さんが市長
室に来訪。万引きなどの犯罪防止
に尽力したとして与那原警察署と
与那原地区防犯協会より感謝状が
贈られた事を報告しました。

南城市更生保護女性会 来訪

6/8

また、瑞慶覧美喜枝さん（写真右）
が保護司として罪を犯した人々の
更生と犯罪の予防に尽力した多年
の功績により、国から表彰を受け
たことも報告されました。

　
人
口
規
模
が
ほ
ぼ
同
じ
市
区
町
村
間
で
、

１
日
の
う
ち
に
15
分
以
上
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動

を
行
っ
た
「
住
民
参
加
率
」
を
競
う
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
０
」。
今
年
は
佐
賀
県

神
埼
市
を
相
手
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
津
波
古
公
民
館
で
は
早
朝
か
ら

区
民
が
参
加
し
て
ラ
ジ
オ
体
操
が
行
な
わ
れ

た
ほ
か
、
学
校
や
地
域
で
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ

関
連
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
、
気
に
な
る
勝
敗
結
果
は
・
・
・
。

　
参
加
率
53
％
の
南
城
市
に
対
し
、
神
埼
市

は
57
％
！ 

健
闘
し
ま
し
た
が
、
南
城
市
と

し
て
は
残
念
な
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ル
ー
ル
に
の
っ
と
り
、
南
城
市
役
所
の

ポ
ー
ル
に
神
埼
市
の
旗
を
掲
揚
し
ま
し
た
。

し
か
し
！ 

強
が
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
勝

敗
は
二
の
次
で
す
！ 

今
回
参
加
さ
れ
た
市

民
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
後
も
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

5 月 12 日～18 日の「民生委員の
日」にちなんで、古謝市長が「一
日民生委員」として 2 件の一人暮
らしのお年寄りを友愛訪問しまし
た。「地震のとき見回りに来てく
れてうれしかった」など、民生委
員の方々に対する信頼の深さがう
かがえました。訪問後の懇親会で
古謝市長は「大変貴重な体験をし
た。民生委員の活動はお年寄りに
生きる勇気を与えていると実感し
た」と感想を述べました。

　
新
人
演
奏
家
の
登
竜
門
「
第
16
回
お
き
で

ん
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
新
人
演
奏
会
」
が
シ
ュ

ガ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
３
月
の
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
で
入
賞
し
た
11
名
（
共
演
者
賞
含
む
）

が
表
情
豊
か
な
演
奏
を
披
露
。

　
今
回
、
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
の
は
百

名
出
身
の
重
島
清
香
さ
ん
（
メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ

ノ
）。
本
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
市
出
身
者
が

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
す
る
の
は
初
！

「
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
本
番
に
臨
み
た

い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
た
重
島
さ
ん
。
本

番
で
は
迫
力
と
伸
び
の
あ
る
歌
声
で
観
客
席

を
魅
了
し
ま
し
た
。
授
賞
式
で
は
、
来
年
１

月
に
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
デ

ビ
ュ
ー
が
決
定
し
た
う
れ
し
い
報
告
も
さ
れ

ま
し
た
。

　
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
か
ら
巣
立
っ
た
皆
さ
ん

の
今
後
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
！

▲玉城幼稚園のダンス（上）
　女性連合会の南城音頭（下） 

し
げ
し
ま
さ
や
か

念
字
知
名
の
照
喜
名
名
公
さ
ん
に
瑞
宝
単
光

章
が
叙
勲
さ
れ
、
自
宅
に
て
授
与
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
ご
本
人
は
ケ
ガ
治
療
中
の
た

め
、
ご
子
息
の
照
喜
名
朝
彦
さ
ん
（
下
写
真

中
央
）
が
代
理
で
、
第
十
一
管
区
海
上
保
安

部
の
寺
崎
義
孝
次
長
（
下
写
真
左
）
か
ら
賞

状
と
勲
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
ご
家
族
は
感
慨
深
げ
に
「
す
ぐ
に
病
院
に

持
っ
て
い
っ
て
見
せ
て
き
ま
す
。
自
慢
の
父

で
す
」
と
コ
メ
ン
ト
。
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慰
霊
の
日
　

　
沖
縄
で
の
戦
い
は
一
九
四
四
年
の
十
・
十
空
襲
か
ら
県
民

に
身
近
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
軍
機
は
主
に
飛
行
機
や
船
舶
に
対
し
攻
撃
を

行
っ
た
た
め
、
飛
行
場
が
あ
っ
た
地
域
や
港
の
あ
る
地
域
で

は
空
襲
を
受
け
、
ま
た
、
那
覇
市
は
火
の
海
と
化
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
空
襲
が
続
き
、
沖
縄
島
で
は
一
九
四
五
年
の

四
月
一
日
に
、
北
谷
・
嘉
手
納
・
読
谷
の
海
岸
に
ア
メ
リ
カ

軍
が
上
陸
し
て
、
地
上
で
の
人
対
人
の
長
い
戦
い
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
軍
は
、
北
と
南
へ
進
行
し
、
南
城
市
で
の
地
上

戦
は
五
月
末
か
ら
六
月
頭
に
か
け
て
行
わ
れ
、
多
く
の
人
々

が
戦
い
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
糸
満
市
摩
文
仁
で
日
本
軍
第
三
十
二
軍
の
最
高
司
令
官
が

自
決
し
、
組
織
的
な
戦
闘
が
終
了
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
降
も

戦
い
は
続
き
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
沖
縄
島
南
部
で
の
掃
討
作
戦

を
終
了
宣
言
し
た
の
が
六
月
三
十
日
、
北
部
で
は
八
月
四
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
軍
隊
同
士
の
戦
い
が
沖
縄
島
で
行
わ
れ
た
の
は
、
一
年
余

り
で
す
が
、
こ
の
戦
い
に
つ
な
が
る
十
五
年
戦
争
は
、
一
九

三
一
年
の
中
国
で
の
満
州
事
変
か
ら
に
な
り
ま
す
。
長
い
時

間
を
か
け
て
徐
々
に
、
戦
い
の
影
響
が
生
活
の
中
に
入
り
こ

ん
で
い
く
の
で
す
。

　
写
真
に
写
っ
て
い
る
穴
は
、
人
間
の
手
で
掘
り
こ
ん
だ
穴

で
す
。

　
玉
城
字
前
川
に
あ
る
民
間
防
空
壕
で
す
が
、
地
域
の
人
が

石
灰
岩
の
軟
ら
か
い
部
分
を
掘
り
こ
ん
で
作
っ
た
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
壕
は
南
城
市
内
に
散
ら
ば
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の

の
ぼ

歴史

訪探

沖
縄
戦
と
南
城
市

〜
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
記
憶
〜

▲前川の民間防空壕

お問い合わせ
税務課（大里庁舎）
TEL 948-7124

税金ってムズカシイ？税金ってムズカシイ？
Q

A

今まで固定資産税は課税されていなかったのに、今年、急に納税通知書が届きました。
どうしてでしょうか？

　課税標準額が今まで税金のかからない免税点以下だったものが、土地の評価が上
がったことなどの理由で免税点以上になって、税金がかかるようになったものと思わ
れます。
　免税点は、ひとつの市町村の区域内において同一の者が所有する土地、家屋又は
償却資産に対して課する固定資産税の課税標準額の合計が次の額に満たない場合
は、固定資産税は課税されません。

人
々
は
戦
争
の
準
備

で
、
こ
う
し
た
壕
や
日

本
軍
の
壕
を
構
築
し
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
に
、

軍
需
工
場
へ
働
き
に
行

く
人
、
沖
縄
島
か
ら
の

避
難
で
疎
開
に
出
た
人

な
ど
、
多
く
の
人
が

戦
争
の
影
響
を
受
け

た
生
活
を
強
い
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
は
、

徐
々
に
人
々
の
記
憶
か

ら
薄
れ
、
消
え
て
い
き

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
六
月
二
十
三
日
に
迎

え
る
「
慰
霊
の
日
」
に
は
、
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
方
を
弔
い
、

ま
た
、
戦
争
が
ど
の
よ
う
に
生
活
に
入
り
込
ん
で
い
っ
た
の

か
を
考
え
て
い
く
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※

文
化
課
で
は
、
未
確
認
だ
っ
た
壕
の
調
査
を
昨
年
度
実
施

し
ま
し
た
。「
お
名
前
の
入
っ
た
三
角
定
規
」
や
「
入
れ
歯
」

な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
の
調
査
速
報
と
と
も
に
、
こ
の
壕
の
調
査
速
報
を

行
い
ま
す
。

　
期
日
：
六
月
十
九
日
（
土
）
〜
六
月
二
十
五
日
（
金
）

　
時
間
：
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

　
場
所
：
大
里
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

参
考
文
献

・
玉
城
村
史
編
集
委
員
会

　「
玉
城
村
史
　
第
六
巻
戦
時
記
録
編
」　
二
〇
〇
四
年

・
佐
敷
町
史
編
集
委
員
会

　「
佐
敷
町
史
　
四
　
戦
争
」
一
九
九
九
年

◎土　　地・・・３０万円　◎建　　物・・・２０万円　◎償却資産・・・１５０万円

▲ 海外で英語の勉強！ うらやましい！ ENJOYしてきてね！

　
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
宅
の
水
回
り
の

点
検
を
無
料
で
行
う
た
め
、
管
工
事
修
理

の
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
皆
さ
ん
で
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
一

人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
お
宅
を
訪
問
。

　
大
里
湧
稲
国
に
あ
る
お
宅
で
は
、
水
回

り
の
点
検
し
た
あ
と
、
蛇
口
の
部
品
交
換

か
ら
水
タ
ン
ク
の
掃
除
ま
で
丁
寧
な
作
業

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
作
業
を
受
け
た

お
年
寄
り
に
は
「
ひ
と
り
で
は
な
か
な
か

手
が
回
ら
な
い
と
こ
ろ
も
き
れ
い
に
修
理

し
て
も
ら
っ
て
本
当
に
助
か
り
ま
し
た

〜
」
と
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
夏
休
み
海
外
短
期
留
学
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
大
里
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
46
名

（
内
、
南
城
市
は
20 

名
）
の
中
高
校
生
が

７
月
15
日
〜
８
月
４
日
の
間
、
ア
メ
リ
カ

ミ
ネ
ソ
タ
州
の
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ン
ズ
大
学

に
留
学
し
ま
す
。

　
古
謝
市
長
は
「
人
・
国
・
文
化
の
違
い
を

見
分
け
る
こ
と
が
本
来
の
教
育
。
そ
し
て
人

と
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
こ
と
が
成

功
の
秘
訣
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
そ
れ
が
経

験
で
き
ま
す
」と
留
学
生
を
激
励
し
ま
し
た
。

市
内
か
ら
20
名
が

い
ざ
ア
メ
リ
カ
へ
！

6/4

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
宅
の

水
回
り
を
点
検

6/4

聴
覚
障
が
い
者
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

6/11

▲AED等の訓練も行われました

土
砂
災
害
を
想
定
し

防
災
訓
練

6/6　
伊
原
地
区
で
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
こ
と

を
想
定
し
た
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
役
所
本
庁
舎
内
の
対
策
本
部
と
現
地
対

策
本
部
と
が
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
各
部

局
が
担
当
す
る
動
き
を
確
認
し
、
住
民
を
伊

原
公
民
館
へ
避
難
誘
導
。
車
い
す
の
住
民
を

実
際
に
避
難
誘
導
し
た
り
、
ヘ
リ
に
よ
る
現

場
確
認
な
ど
を
実
践
し
ま
し
た
。

　
公
民
館
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど
を
使
っ
た
人
命

救
助
の
訓
練
な
ど
も
行
わ
れ
、
住
民
の
皆
さ

ん
は
積
極
的
に
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

　
南
城
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
聴
覚
障
が
い
者
及
び
手
話
通
訳
者
等
を
含

め
、
手
話
に
興
味
の
あ
る
健
聴
者
が
共
に
交

流
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

目
的
で
「
第
１
回
聴
覚
障
が
い
者
ピ
ア
サ
ロ

ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
12
名
の
方
々
が
参
加
し
、
南
城
市

か
ら
情
報
の
提
供
、
今
後
の
活
動
内
容
の
検

討
や
お
互
い
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
聴
覚
障
が
い
者
ピ
ア
サ
ロ
ン
は
南
城
市
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
毎
月
第
３
金
曜

日
の
午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
の
時

間
、
手
工
芸
、
体
力
づ
く
り
等
各
種
講
座
を

開
催
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

聴
覚
障
が
い
者
及
び
手
話
に
興
味
の
あ
る
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　今年の二月から､ 本格的な校舎建築の工事が始まり､ 順調に工事が進んでいます。全児童が完成を
楽しみにしながら､ 休み時間など工事現場を眺めています。

①　活発な朝の活動
　元気よく朝のあいさつをして、登校してくる児童を、校門で校長先

生と児童会役員で出迎えています。心のこもったあいさつは、「目を見

て・声だし・おじぎして」の合い言葉に、全校児童があいさつ運動を行っ

ています。朝の校庭には、気持ちよく一日を過　ごせるように、生活

委員会が校門前の通学路を掃き掃除をしたり栽培委員会が草花への灌

水や草取りをするなど、各委員会が活発に活動する姿が見られます。

②　船越小の５( ファイブ ) ルール（凡事徹底）
　基本的な生活習慣を身につけさせるために５( ファイブ ) ルールに取り組みます。

 ◇ 上手なあいさつ 「目を見て・声だし・おじぎして」
 ◇ 時間のけじめをつけられる
 ◇ はきものが揃えられる
 ◇ 時間いっぱいそうじができる
 ◇ 「さん」づけで友だちを呼ぶ

③　授業の取り組み
ア　体育や生活科の授業の工夫・・・校舎改築に伴って

◇　運動場のない学校は、体育の授業を体育館やプールでの授業を

中心に行い、それ以外は、教室前の広場や体育館前の通路、さら

に屋上などでも、基本の運動や縄跳び遊びなどを各学年で工夫し

て行っています。

◇　生活科の野菜作りでは、二年生一人一人が教室前に、鉢植えの

レタスを育てて観察を続けています。子どもたちは収穫が待ち遠

しく楽しそうに世話を頑張っています。

イ　人権教育（講演会、島袋　勉氏「夢をあきらめない」）

◇　５月２４日 ( 月 ) には、義足のランナーで有名な島袋勉さんを招いて講演会を行いました。島袋

さんの話を子どもたちは真剣な表情で聞き、実際に義足を付けて体育館を走ったときには、その

速さに歓声が起こりました。また質問コーナーでは、和やかな雰囲気の中で、怪我をしたときの

事やこれからやりたいことなど子ども達からの質問攻めに合っていました。

ウ　総合的な学習の取り組み

◇　４年生の総合的な学習の一環として、ＥＭ作りが行われました。ＥＭ機構や保護者の協力のも

と４年生全員でＥＭ活性液作りを行い、２週間後にプールに入れました。数日後に掃除をすると、

藻が落ちやすく、掃除がとても簡単に済みました。４年生は今後、雄樋川にＥＭ団子を流して川

の浄化に取り組み、昔の清流を取り戻そうと計画しています。

◇　５年生は、「食育」の一環として、バケツ稲の栽培に取り組んでいます。その中から稲作の大変

さや食べ物のありがたさを学んで行き、収穫した後は、家庭科でご飯を炊いて食べる予定をして

います。収穫を楽しみにみんなで育てています。また、大豆の栽培も計画しています。総合的な

学習では、多くの体験や人との関わりの中で、色々な知識を広げ、「生きる力」を付けていきたい

と思っています。
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無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
身
近
な
お

悩
み
（
例
え
ば
、
遺
産
相
続
問
題
な
ど
）
に
つ

い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

︿
７
月
の
相
談
日
﹀

　
日
時
　
７
月
８
日
︵
木
︶
１４
時
～
１７
時

　
場
所
　
南
城
市
役
所
玉
城
庁
舎
２
階

　
　
　
　
農
事
研
修
室

︿
８
月
の
相
談
日
﹀

　
日
時
　
８
月
１２
日
︵
木
︶
１４
時
～
１７
時

　
場
所
　
南
城
市
役
所
大
里
庁
舎
１
階 

相
談
室

相
談
員
　
弁
護
士
　
永
吉
盛
元

相
談
対
象
者
　
南
城
市
内
に
在
住
の
方
　

※

事
前
電
話
予
約
可
能
︵
相
談
日
の
１
ヶ
月
前
か
ら

受
付
し
ま
す
。︶︵
月
～
金
　
９
時
～
１２
時
　
１３
時

～
１７
時
　
祝
祭
日
除
く
。︶

※

相
談
人
員
は
毎
月
、
事
前
予
約
と
当
日
受
付
を
含

め
て
１０
人
に
達
し
次
第
、受
付
終
了
と
な
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
平
成
22
年
度
南
城
市
社
会
教
育
委
託
学
級
を

募
集
し
ま
す
。
地
域
住
民
の
学
習
機
会
を
拡
充

す
る
た
め
に
学
級
、
講
座
の
開
設
運
営
を
委
託

す
る
も
の
で
す
。

︿
対
象
学
級
及
び
学
習
内
容
﹀

①
高
齢
者
学
級
、
婦
人
学
級
、
成
人
学
級
、Ｐ
Ｔ
Ａ

家
庭
教
育
学
級
、
青
年
学
級
、
子
ど
も
会
育
成
学

級
、
青
少
年
等
の
各
学
級
、
講
座
、
教
室
。

②
各
年
代
に
必
要
な
学
習
内
容
で
講
話
・
討
議
・
視

察
・
レ
ク
等
幅
広
い
学
習
方
法
を
用
い
、
よ
り
効

果
的
な
学
習
・
運
営
を
図
る
。

③
各
学
級
と
も
３
回
以
上
︵
１
回
９０
分
以
上
︶。

︿
開
設
期
間
﹀
平
成
２３
年
３
月
３１
日
ま
で
︵
報
告
書

提
出
期
限
を
含
む
︶

︿
申
込
期
限
﹀
平
成
２２
年
１１
月
３０
日
︵
火
︶

︿
委
託
金
額
﹀
３
万
円
以
内

︿
応
募
資
格
﹀

　
20
歳
以
上
で
、
税
務
・
警
察
・
選
挙
に
直
接
関

係
の
な
い
人
及
び
秘
密
保
持
が
で
き
る
方

︿
仕
事
内
容
﹀

　
調
査
事
務
説
明
会
に
出
席
し
た
後
、
担
当
区
域
の

確
認
、
調
査
票
の
配
布
・
収
集
・
点
検
・
提
出

︿
調
査
期
間
︵
予
定
︶﹀

　
平
成
２２
年
９
月
３
日
～
平
成
２２
年
１１
月
２
日

︿
報
酬
﹀

　
調
査
終
了
後
、
国
の
基
準
に
基
づ
き
調
査
内
容
や

件
数
に
応
じ
て
支
給︵
２
万
５
千
円
～
４
万
円
程
度
︶

︿
申
込
方
法
﹀

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
窓
口
︵
玉
城
庁
舎
１
階
︶
に

身
分
証
明
書
︵
免
許
書
等
︶
を
持
参
し
て
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
子

育
て
の
応
援
を
し
た
い
人
が
活
動
で
き
る
よ
う

に
、
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
ま
す
。

︿
日
時
﹀
８
月
１６
日
︵
月
︶
～
１８
日
︵
水
︶

  

　
　
　
９
時
～
１７
時
︵
昼
食
１
時
間
含
む
︶

︿
会
場
﹀ 

南
城
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
研
修
室

︿
内
容
﹀
保
育
の
心
、
こ
ど
も
の
心
の
発
達
、
こ
ど

も
の
健
康
と
病
気
、
こ
ど
も
の
遊
び
や
世
話
・
安
全
、

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
の
心
構
え
　
等

︿
受
講
料
﹀
無
料

︿
対
象
﹀
全
日
程
を
受
講
し
、
子
育
て
支
援
活
動
の

出
来
る
方

︿
定
員
﹀
５０
人
︵
定
員
に
達
し
次
第
締
切
︶

︿
託
児
﹀
事
前
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

︿
持
参
す
る
も
の
﹀
お
弁
当
、
コ
ッ
プ
︵
お
茶
を
用

意
し
て
い
ま
す
︶※

当
日
は
軽
装
で
お
越
し
下
さ
い
。

︿
申
込
先
﹀
フ
ァ
ミ
サ
ポ
ネ
ッ
ト
お
き
な
わ
那
覇
・

南
部
セ
ン
タ
ー 

／ 

Ｔ
Ｅ
Ｌ：
９
８
７–

０
７
７ 

／ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
９
８
７–

０
５
４
４

無
料
法
律
相
談

総
務
課
︵
玉
城
庁
舎
︶

９
４
８–

７
１
１
１

平
成
２２
年
度

社
会
教
育
委
託
学
級
募
集

教
育
指
導
課
︵
大
里
庁
舎
︶

９
４
７–

６
０
１
７

　（
社
）
沖
縄
県
対
米
請
求
権
事
業
協
会
で
は
、

塾
が
な
い
地
域
や
経
済
的
に
余
裕
が
な
く
て
通

塾
で
き
な
い
子
供
た
ち
の
た
め
に
開
設
す
る

「
ユ
イ
マ
ー
ル
塾
」
に
つ
い
て
、
助
成
先
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
教
室
は
自
宅
や
公
民
館
で
も
可
能
で
、
１０
～
１５
人

の
生
徒
を
集
め
て
﹁
ユ
イ
マ
ー
ル
塾
﹂
を
運
営
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
塾
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

講
師
に
つ
い
て
は
、
教
員
免
許
の
有
無
は
問
わ
ず
、

基
本
的
に
学
力
向
上
に
情
熱
を
持
っ
て
対
処
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
旺
盛
な
方
で
、
審
査
委
員
会
で
承

認
さ
れ
た
方
と
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、(

社)

沖
縄
県
対
米
請
求
権
事
業
協
会

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

︿
申
請
書
の
提
出
期
限
﹀ 

随
時
受
付

︿
問
い
合
わ
せ
先
﹀

　︵
社
︶
沖
縄
県
対
米
請
求
権
事
業
協
会

　
〒
９
０
０–

０
０
２
９

　
那
覇
市
旭
町
１
１
６–

３
７
︵
自
治
会
館
６
階
︶

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ：
８
６
２–

９
３
９
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ：
８
６
２–

９
３
９
６

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://w

w
w

.taibei.jp

　
Ｅ
メ
ー
ル
：kenkyuin02@

taibei.jp

国
勢
調
査
調
査
員
を
募
集
中
！

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
︵
玉
城
庁
舎
︶

９
４
８–

７
１
１
０

学
力
対
策
支
援
事
業
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
︵
玉
城
庁
舎
︶

９
４
８–

７
１
１
０

﹁
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
﹂
養
成
講
座

児
童
家
庭
課
︵
大
里
庁
舎
︶

９
４
６–

８
９
９
５

　
納
期
限:

平
成
22
年
８
月
２
日
（
月
）

　
７
月
は
固
定
資
産
税
第
２
期
分
の
納
期
月
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
７
月
末
日
が
土
曜
日
の
為
、
納
期
限

が
月
曜
日
に
繰
り
下
が
っ
て
い
ま
す
。

※
 

期
限
内
で
の
納
税
が
困
難
な
方
に
は
納
税
相
談

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

﹁
固
定
資
産
税
第
２
期
分
﹂
の

納
期
に
つ
い
て

　
南
城
市
社
協
で
は
、
市
内
の
自
治
会
や
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
が
主
体
的
に
行
う
地
域
福
祉
事

業
等
を
支
援
す
る
目
的
で
赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分

金
を
活
用
し
活
動
助
成
事
業
を
行
い
ま
す
。
こ
の
事

業
の
詳
細
は
、社
協
だ
よ
り
２８
号
︵
７
月
５
日
発
行
︶

に
掲
載
し
、
７
月
区
長
会
で
説
明
す
る
予
定
で
す
。

地
域
福
祉
活
動
助
成
事
業
募
集

税
務
課
︵
大
里
庁
舎
︶

９
４
８–

７
１
２
４

　﹁
平
和
市
長
会
議
﹂
は
核
兵
器
廃
絶
の
実
現
に
向

け
て
世
界
の
自
治
体
首
長
が
善
意
で
連
帯
す
る
無
党

派
の
組
織
で
す
。
現
在
、
世
界
１
３
５
か
国
・
地
域

の
３
，６
８
０
都
市
が
加
盟
し
て
お
り
、
国
連
や
平

和
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
賛
同
す
る
国
々
と
と
も
に
、
世
界
各
地

で
様
々
な
平
和
推
進
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
南
城
市
も
そ
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
平
成
２２
年
６
月

﹁
平
和
市
長
会
議
﹂
に
加
盟
し
ま
し
た
。
私
た
ち
人

類
が
、
広
島
・
長
崎
の
被
ば
く
の
悲
劇
を
二
度
と
繰

り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
そ
し
て
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
平
和
で
安
全
な
環
境
の
下
、
幸
せ
な
生
活
を

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
は
・
・
・

　﹁
子
育
て
の
手
助
け
を
希
望
す
る
人
﹂
と
﹁
子
育

て
の
手
助
け
を
し
た
い
人
﹂
が
登
録
し
て
組
織
を
つ

く
り
、
一
時
的
に
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
す
る
有
償

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
安
心
し
て
子
育
て
を

し
な
が
ら
仕
事
を
す
る
た
め
に
、
子
ど
も
を
預
か
っ

て
ほ
し
い
人
と
子
ど
も
を
預
か
る
人
と
の
橋
渡
し
を

行
い
ま
す
。

﹁
平
和
市
長
会
議
﹂
に

加
盟
し
ま
し
た

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
︵
玉
城
庁
舎
︶

９
４
８–

７
１
１
０

　
市
内
の
風
土
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
琉
歌
作
品

を
募
集
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

︿
テ
ー
マ
﹀
市
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
を
詠
ん
だ
作
品

︿
応
募
の
き
ま
り
﹀
募
集
作
品
は
、
８
・
８
・
８
・

６
音
の
３０
音
形
式
で
す
。
１
人
５
首
ま
で
。
本
人
自

作
・
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

︿
募
集
期
間
﹀
８
月
１
日
︵
日
︶
～
３１
日
︵
火
︶

︿
応
募
方
法
﹀
応
募
用
紙
に
記
入
し
て
郵
送
、
も
し

く
は
、
文
化
課
窓
口
に
提
出

︿
発
表
﹀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
お
よ
び
本
人
に
通
知

︿
各
賞
﹀

 

大
賞    

１
名
　
賞
状
・
賞
金
２
万
円
・
記
念
品

 

優
秀
賞 

５
名
　
賞
状
・
賞
金
１
万
円
・
記
念
品

︿
表
彰
﹀
日
時
　
１０
月
３０
日
︵
土
︶
１４
時
～

　
　
　 

会
場
　
大
里
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

※
 

応
募
用
紙
は
文
化
課
に
て
配
付
し
て
い
ま
す
。

琉
歌
作
品 

募
集

文
化
課
︵
大
里
庁
舎
︶

９
４
６–

８
９
９
０

︿
講
師
﹀
垣
花
武
信
︵﹃
沖
縄
文
学
碑
め
ぐ
り
﹄
著
者
︶

︿
日
時
﹀
８
月
１４
日
︵
土
︶

　
　
　  

９
時
～
１６
時
︵
昼
食
含
む
︶

　
　
　  

大
里
庁
舎
１
Ｆ
ロ
ビ
ー
集
合

︿
コ
ー
ス
﹀　

花
の
伊
舎
堂
の
碑
↓
勝
連
節
の
碑
↓
門
た
ん
か
ー
の

碑
↓
浜
千
鳥
節
の
碑
↓
高
離
節
の
碑
↓
犬
名
河
の
碑

↓
平
敷
屋
朝
敏
歌
碑

︿
募
集
期
間
﹀
７
月
２６
日
︵
月
︶
～
８
月
４
日
︵
水
︶

　
　
　
　
　 

定
員
２５
名
・
先
着
順

︿
参
加
料
﹀
２
０
０
円
︵
事
前
徴
収
︶

︿
応
募
方
法
﹀
文
化
課
で
直
接
申
し
込
む
か
、
電
話

で
の
仮
申
し
込
み
。

※
 

事
前
申
し
込
み
制
で
す
。
当
日
の
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
！

﹁
歌
碑
散
策
～
中
部
東
海
岸
～
﹂

参
加
者
募
集

文
化
課
︵
大
里
庁
舎
︶

９
４
６–

８
９
９
０

南
城
市
社
会
福
祉
協
議
会

８
８
２–

８
８
６
１

　
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
し
て
い
る
方
は
、
毎
年
８
月
に
現
況
届
・
所

得
状
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
提
出
し
な
い
と
、
資
格
が
あ
っ
て
も
８
月
分
以
降

の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
下
さ
い
。

　
な
お
、
受
付
日
時
等
に
つ
い
て
は
、
通
知
文
書
を

送
付
い
た
し
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

受
給
者
の
方
へ

児
童
家
庭
課
︵
大
里
庁
舎
︶

９
４
６–

８
９
９
５

営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

世
界
各
国
の
都
市
と
力
を
合

わ
せ
て
、
核
兵
器
の
な
い
平

和
な
世
界
の
実
現
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

南城市議会議員
選挙期日のお知らせ
　平成２２年９月２７日任期満了に
伴う南城市議会議員選挙の投票日、
立候補予定者説明会は下記日程とな
りますので、お知らせします。

記
○投　票　日
　期　日：平成２２年９月１２日（日）
○立候補予定者説明会
　日　時：平成２２年８月２日（月）
　午後２時 ～
○場　所
　南城市役所　玉城庁舎２階（ホール）

■　お問い合わせ
南城市選挙管理委員会事務局

（玉城庁舎）
電　話　９１８－０００８
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ゴ
ミ
の
減
量
化
と
生
ゴ
ミ
を
推
肥
と
し
て
有

効
利
用
を
推
進
す
る
た
め
、
生
ゴ
ミ
処
理
機
に

対
し
３
万
円
を
限
度
に
、
ま
た
、
生
ゴ
ミ
処
理

容
器
に
対
し
、
３
千
円
を
上
限
に
奨
励
金
を
交

付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
購
入
金
額
の
２
分
の
１

と
し
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
　

︿
奨
励
金
の
交
付
手
続
き
に
つ
い
て
﹀

　
生
活
環
境
課
に
申
請
書
を
提
出
し
て
、
決
定
書
が

届
い
て
か
ら
購
入
し
て
奨
励
金
を
請
求
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
奨
励
金
の
交
付
は
、
予
算
の
範

囲
以
内
と
な
り
ま
す
。

︿
奨
励
金
の
交
付
条
件
﹀

１ 

市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
居
住
し
て
い
る
者
。

２ 

処
理
容
器(

コ
ン
ポ
ス
タ
ー)
は
一
世
帯
２
個

ま
で
、
処
理
機
は
１
基
と
し
て
、
重
複
し
て
奨

励
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

３ 

処
理
容
器
に
係
る
奨
励
金
を
受
け
た
日
か
ら
３

年
を
経
過
し
な
い
者
又
は
、
処
理
機
に
係
る
奨

励
金
を
受
け
た
日
か
ら
５
年
を
経
過
し
な
い
者

は
、
新
し
く
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
。

　
水
道
給
水
申
請
に
お
け
る
用
途「
一
般
用（
共

用
）」
の
適
用
に
つ
い
て

　
南
城
市
で
は
、
共
同
住
宅
︵
ア
パ
ー
ト
等
︶
に
つ

い
て
、
所
有
者
・
管
理
者
か
ら
の
申
請
に
よ
り
﹁
共

用
﹂
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

﹁
共
用
﹂
の
適
用
を
受
け
た
場
合
料
金
が
安
く
な
り

ま
す
。
し
か
し
使
用
水
量
に
よ
っ
て
、
高
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
水

道
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

注
意:

各
戸
（
室
）
に
店
舗
・
事
務
所
等
（
業

務
用
）
が
あ
る
場
合
は
、
共
用
適
用
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
市
の
行
政
運
営
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
字
奥

武
の
中
本
吉
則
氏
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
寄
贈

が
あ
り
ま
し
た
。

ご
寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

生
ゴ
ミ
処
理
容
器
・
処
理
機
の

奨
励
金
に
つ
い
て

生
活
環
境
課
︵
大
里
庁
舎
︶

９
４
６–

８
９
８
１

︿
作
文
テ
ー
マ
﹀

﹁
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
お
ま
わ
り
さ
ん
﹂

　
　
○
お
ま
わ
り
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い

　
　
○
お
ま
わ
り
さ
ん
へ
の
意
見
や
感
想

　
　
○
こ
ん
な
お
ま
わ
り
さ
ん
が
い
た
ら
い
い
な

　
　
○
お
ま
わ
り
さ
ん
へ
の
手
紙

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
自
由
な
発
想
で
書
か
れ
た
作

品
を
募
集
中
。

︿
作
品
募
集
期
間
﹀

　
７
月
１
日
︵
木
︶～
９
月
７
日
︵
火
︶

︿
作
品
提
出
締
切
﹀　
９
月
８
日
︵
水
︶
午
後
６
時

︿
応
募
資
格
﹀
全
国
の
小
学
生

　
低
学
年
の
部
︵
小
学
１
～
３
年
生
︶

　
高
学
年
の
部
︵
小
学
４
～
６
年
生
︶

︿
応
募
規
定
﹀

　
低
学
年
の
部
：
Ｂ
４
版
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

２
枚
以
内

　
高
学
年
の
部
：
同
原
稿
用
紙
３
枚
以
内

※
表
紙
に 

①
タ
イ
ト
ル 

②
氏
名 

③
都
道
府
県
名 

④
自
宅
住
所
・
電
話
番
号 

⑤
学
校
名
・
学
年 

⑥
学

校
住
所
・
電
話
番
号 

を
明
記
し
、
作
品
に
つ
け
て

事
務
局
︵
与
那
原
警
察
署 

生
活
安
全
課 

少
年
係
︶

に
届
け
て
下
さ
い
。
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

作
文
募
集
！ 

第
１９
回
全
国
小
学
生

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

与
那
原
警
察
署 

生
活
安
全
課 

少
年
係

９
４
５–

０
１
１
０

共
同
住
宅
︵
ア
パ
ー
ト
等
︶
の

所
有
者
・
管
理
者
の
皆
様
へ

水
道
総
務
課
︵
大
里
庁
舎
︶

９
４
６–

８
９
９
３

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等
︵
事
変
地
の
区
域

又
は
戦
地
の
区
域
︶
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務

に
従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
及
び

旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方
︵
慰
労
給
付
金
受
給
者

は
除
く
︶
に
対
し
て
、
そ
の
御
労
苦
に
報
い
る
た
め

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

　
御
本
人
ま
た
は
御
家
族
な
ど
か
ら
の
御
連
絡

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

︿
請
求
期
限
﹀　
平
成
２３
年
３
月
３１
日

内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
を
贈
呈
し
ま
す

総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
管
理
室 

業
務
担
当

０
３–

５
２
５
３–

５
１
８
２

　
聴
覚
障
が
い
者
が
、
地
域
で
自
立
し
た
生
活

を
行
え
る
よ
う
に
、
情
報
交
換
や
趣
味
等
の
活

動
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
手
話
に
興
味
の
あ
る

健
聴
者
と
交
流
す
る
場
で
す
。

︿
日
時
﹀
７
月
よ
り
毎
月
第
３
金
曜
日

　
　
　  

１４
時
～
１６
時

︿
場
所
﹀
南
城
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　 ︵
旧
大
里
役
場
跡
の
ピ
ン
ク
の
建
物
で
す
︶

聴
覚
障
が
い
者

サ
ロ
ン
を
開
設
し
ま
す
。

社
会
福
祉
課
︵
大
里
庁
舎
︶

９
４
６–

８
９
９
６

ち
ょ
う
か
く
し
ょ
う

し
ゃ

ち  

い
き

じ  

り
つ

せ
い 

か
つ

お
こ
な

じ
ょ
う
ほ
う
こ
う
か
ん

し
ゅ 

み  

な
ど

か
つ

ど
う

し
ゅ  

わ

き
ょ
う 

み

け
ん
ち
ょ
う
し
ゃ

こ
う
り
ゅ
う

が
つ

な
ん
じ
ょ
う
し 

ち  

い
き 

か
つ
ど
う 

し  

え
ん

き
ゅ
う
お
お
ざ
と
や
く
ば 

あ
と

た
て
も
の

じ

じ
ま
い
つ
き
だ
い

き
ん
よ
う 

び

ば

︿
寄
付
者
氏
名
﹀

　
中
本
吉
則 

様

︿
寄
付
物
品
﹀

　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

 

　︵
乗
車
定
員
２３
人
︶

︿
住
所
﹀

　
南
城
市
玉
城
字
奥
武

　
２５
番
地

︿
備
考
﹀
５
月
吉
日

生
ご
み
を
有
効
に
活
用

し
て
ご
み
の
減
量
化
、

リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し

ま
し
ょ
う
！

第60回
社会を明るくする運動
犯罪や非行を防止し、立ち直りを支
える地域のチカラ

強調月間：7月1日～31日
趣旨

すべての国民が犯罪や非行の防止
と罪を犯した人たちの更生について
理解を深め、それぞれの立場におい
て力を合わせ、犯罪や非行のない明
るい社会を築こうとする全国的な運
動です。

南部保護区保護司会
南部保護区更生保護女性会
連絡先：南部総合福祉センター内
TEL 998-5843  FAX 998-6204

サマージャンボ
宝くじ発売開始！！

１等・前後賞合わせて3億円！
●1等　　２億円×３３本
●前後賞　各５千万円
●２等　　１億円×９９本

発売期間／７月７日(水)～７月３０日(金)
抽選日／８月１０日（火）

※この宝くじの収益金は市町村の明
るく住みよいまちづくりに使われます。

「青い羽根募金」にご協力を
～青い羽根　その一本が　救いの手～

強調運動期間：7月1日～８月31日

　この募金は、船舶遭難や海浜レ
ジャー時の人命救助など救助活動
のために活用されています。市民
の皆様のご協力をよろしくお願い
いたします。

募金先・問合せ
社団法人琉球水難救済会
０９８－８６８－５９４０
募 金 振 込 先
■沖縄銀行高橋支店
　普通預金 １５２６３２９ 
　社団法人琉球水難救済会
■琉球銀行壷屋支店
　普通預金 ４１３９
　社団法人琉球水難救済会
■海邦銀行泊支店
　普通預金 ０－５０８－２７６
　社団法人琉球水難救済会
■郵　　便　　局
　０１７８０－５－４６０４８
　社団法人琉球水難救済会

平成22年
夏の交通安全県民運動
期間：平成22年7月12日（月）
　　～平成22年7月21日（水）
　　　までの10日間
運動のスローガン
『こないだろう』それがあぶない『きてるかも』

運動の目的
　本運動は、これから自動車等の
利用頻度が増加する季節をむかえ
るにあたり、広く県民に交通安全
意識の普及・浸透を図り、交通ルー
ルの遵守と正しい交通マナーの実
践を習慣づけることで交通事故の
抑止を図ることを目的とするもの
である。

運動の重点
●高齢者の交通事故防止
●飲酒運転の根絶
●二輪車の交通事故防止
●沖縄自動車道の無料化社会実験
に伴う交通事故防止

南城市交通安全推進協議会
交通安全母の会

自衛官等募集のご案内

●連絡先 自衛隊沖縄地方協力本部　那覇分駐所
電話番号　０９８－８６３－５２８０

種　目

航　空　学　生

一般曹候補生

自衛官候補生（男子）

自衛官候補生（女子）

受験資格

高卒（見込）２１歳未満

１８歳以上２７歳未満

１８歳以上２７歳未満

１８歳以上２７歳未満

受付期間

８月１日～９月１０日

８月１日～９月１０日

８月１日～９月１６日

８月１日～９月１０日

試験日（１次）

9月23日

9月18日

9月20日

9月26日

●
土
づ
く
り
奨
励
補
助
金
交
付
請
求
に
つ
い
て

　
堆
肥
、
緑
肥
の
購
入
者
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

︿
補
助
金
の
交
付
対
象
要
件
﹀

　
本
市
に
住
所
を
有
す
る
農
家
。
年
間
︵
平
成
２２
年

４
月
１
日
～
平
成
２３
年
２
月
２８
日
︶
に
堆
肥
１
０
０

袋
以
上
︵
又
は
３
万
円
以
上
︶
購
入
農
家
。
ま
た
は

緑
肥
１
，５
０
０
円
以
上
購
入
農
家
。

請
求
書
・
申
込
書
の
提
出
は
産
業
振
興
課
ま
で
。

期
限:

平
成
23
年
３
月
10
日

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
ハ
ウ
ス
施
設
資
材
購
入
補
助
金
交
付
申
込
み

　
施
設
資
材
購
入
者
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

︿
交
付
対
象
施
設
資
材
﹀

　
蔬
菜
花
卉
園
芸
用
鉄
筋
、
亜
鉛
パ
イ
プ
、
そ
の
他

長
期
使
用
資
材
、
防
風
用
資
材
︵
パ
イ
プ
材
、
鉄
筋

鉄
骨
ネ
ッ
ト
、
カ
ン
レ
イ
シ
ャ
︶

︿
対
象
農
家
﹀ 

① 

南
城
市
内
に
住
所
を
有
す
る
新
規
就
農
者
、
認

定
農
業
者
。 

② 

１
の
対
象
者
が
な
い
場
合
、
今
後
も
農
業
を
続

け
る
と
認
め
ら
れ
る
農
家
と
す
る
。

③ 

平
成
２２
年
４
月
１
以
降
に
お
い
て
、
既
に
施
設

設
置
し
た
者
及
び
平
成
２３
年
２
月
２８
日
ま
で
に

施
設
設
置
を
完
了
す
る
者
。

︿
栽
培
作
物
﹀ 

野
菜
、
花
卉
、
果
樹

農
家
の
皆
さ
ま
へ

産
業
振
興
課
︵
玉
城
庁
舎
︶

９
４
８–

１
１
９
０
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南城市の図書館では、様々な雑誌を所蔵しています。新しい情報を趣味や生活に取り入れてみませんか？
（貸出はバックナンバーのみ。最新号は館内でお読み下さい）

南城市立図書館所蔵雑誌南城市立図書館所蔵雑誌

雑誌名 ジャンル
たまごクラブ
ひよこクラブ
FQ JAPAN
GOLF TODAY
日経トレンディ
CanCam
Saita
Como
オレンジページ
すてきにハンドメイド
暮しと健康
家の光
趣味の園芸
SUMAI
News week
yom yom
おきなわJOHO

妊娠・出産
育児
男の育児
ゴルフ
暮し・モノ情報
ファッション

〞
主婦向けファッション
家庭生活
手芸
健康
家事・農薬
園芸
建築
国際時事情報
小説
沖縄情報

雑誌名 ジャンル
ランナーズ
アクラライフ
SCREEN
キネマ旬報
音楽と人
non・no
Ray
LEE
サンキュ
ESSE
暮しの手帖
健康
ゆうゆう
住まい自分流
ほっぺ
おきなわいちば
おきなわJOHO

スポーツ
熱帯魚
映画情報

〞
音楽
ファッション

〞
女性総合誌
家庭生活

〞
〞
健康
５０歳代の生活
DIY
絵本雑誌
沖縄情報

〞

雑誌名 ジャンル
こっこクラブ
NHKのおかあさんといっしょ
Hit&Run
アクアライフ
ニュートン
日経エンタテインメント！
Seventeen
MORE
FYTTE（フィッテ）
すてきな奥さん
レタスクラブ
きょうの健康
すてきにハンドメイド
やさい畑
園芸ガイド
この本読んで！
MOE
ダ・ヴィンチ
文藝春秋
おきなわ倶楽部

育児
幼児教育
野球
熱帯魚
サイエンス
流行エンタテインメント
ファッション

〞
フィットネス
家庭生活

〞
健康
手芸
家庭菜園
ガーデニング
絵本雑誌

〞
文芸

〞
沖縄情報

雑誌名 ジャンル
NEWSがわかる
スポルティーバ
スポーツグラフィックナンバー
テニスマガジン
B-PASS
CUT
nicola
with
Mart
かぞくのじかん
ESSE
クロワッサン
きょうの料理
日経ヘルス
婦人公論
婦人画報
おひさま
日経ビジネスアソシエ
おきなわいちば

子ども向けニュース学習誌
総合スポーツ

〞
スポーツ
音楽
情報誌
ファッション

〞
家庭生活
ファミリーマガジン
家庭生活

〞
料理
健康・美容
生活情報

〞
読み聞かせ
ビジネス
沖縄情報

『海が見えるお店　100』
眺めのいい浜辺のお店はサンラ
イズからサンセット、夜景にいたる
まで多彩に移り変わる海の色が
楽しめる。自分に合った海・います
ぐ行きたくなる海が見えるお店を
一挙掲載！

『深海の不思議』／滝沢　美奈子
奇妙な深海生物たちや、地球温暖
化と深海の意外なつながり、最新
の探査技術で発見された資源エ
ネルギーなどを紹介。

『海の底』／有川　浩
桜祭りで開放された横須賀米軍
基地に突如、巨大甲殻類が来襲！
機動隊が壮絶な戦いに挑む中、潜
水艦に逃げ込んだ少年少女の運
命は！？

『防波堤釣り入門』／フィッシング
沖縄
県内の釣りポイントを地図付きで
紹介。魚を攻略するガイドブックと
してオススメです。

『オバーとマーガ　海へ行く』／
たいら　みちこ
「海びらき」がはじまると、沖縄は
もう夏です。海が大好きなオバー
とマーガ（孫）のキキは、夏になる
とあっちこっちのいちゃんだビー
チに出かけます。

『海の宝もの』／クリスチャン・R・
ラッセン
少女が夜の静かな海を見つめて
いると、一頭のイルカが海の世界
へ案内してくれて…。C.R.ラッセ
ンが贈るメッセージ絵本。

『海は生きている』／富山　和子
現在、海は環境破壊やゴミで汚れ
てきています。海の歴史や文化を
知り、海を守るために私たちがで
きることを考えてみましょう！

『七つの海のティコ』／広尾　明
世界の海を舞台に伝説のヒカリク
ジラをみつける旅にでたナナミた
ち。自然の優しさ・厳しさがつまっ
た絵本です。

おすすめ本 ７月１９日は海の日（○ は所蔵館を表しています）

大 佐

佐 知大

玉

玉

佐 玉

佐 大

知 大

知

大里分館 佐敷分館 玉城分館 知念図書館

南城
市立
南城
市立 図書館だより図書館だより 知念図書館

佐 敷 分 館
玉 城 分 館
大 里 分 館

☎948-7340
☎947-1100
☎948-7320
☎946-9512

としょかんカレンダー

おねがい
図書館内では飲
食を持ち込まない
ようお願いします。

動物界には「悪い」父親しかいないように思われがちだが、実は
子煩悩な「良い」父親がたくさんいる。自然界の感動的な父性
のドラマから、父親のあり方を考える。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

男
子
　
優
　
勝
：
志
堅
原
チ
ー
ム

　
　
　
準
優
勝
：
大
城
チ
ー
ム

女
子
　
優
　
勝
：
知
名
チ
ー
ム

　
　
　
準
優
勝
：
知
念
チ
ー
ム

卓
球
大
会
　
団
体

　
　
　
優
　
勝
：
津
波
古
チ
ー
ム

　
　
　
準
優
勝
：
大
里
グ
リ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
タ
ウ
ン
チ
ー
ム

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

男
子
　
優
　
勝
：
奥
武
チ
ー
ム

　
　
　
準
優
勝
：
津
波
古
チ
ー
ム

女
子
　
優
　
勝
：
奥
武
チ
ー
ム

　
　
　
準
優
勝
：
知
名
チ
ー
ム

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

団
体
　
優
　
勝
：
津
波
古
チ
ー
ム

　
　
　
準
優
勝
：
船
越
チ
ー
ム

個
人
　
優
　
勝
：
池
原
徳
明

　
　
　
　
　
　
　（
手
登
根
）

　
　
　
準
優
勝
：
上
間
パ
ウ
ロ
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7月　南城市の予定行事カレンダー

下水道の接続推進にご協力を！
下水道接続率 平成２２年5月末

農漁業集落排水事業 行政人口 利用可能人数 整備率 接続人数 接続率
大 里 地 区 12,475 4,074 32.7 ％ 3,862 94.8 ％
玉 城 地 区 11,411 10,630 93.2 ％ 7,061 66.4 ％
知 念 地 区 5,290 4,937 93.3 ％ 2,706 54.8 ％
合 　 　 　 計 29,176 19,641 67.3 ％ 13,641 69.5 ％
公 共 下 水 道 事 業 行政人口 利用可能人数 整備率 接続人数 接続率
佐 敷 地 区 11,582 7,046 60,8 ％ 3,665 52.0 ％
市 　 全 　 体 40,758 26,687 65,5 ％ 17,306 64.8 ％

佐敷地区の津波古、新里、兼久、小谷の一部については、下水道接続可能ですが、他の地域は、現在、整備中でございます。

平成２２年度標語　下水道　水から聞こえる　「ありがとう」
　「排水設備」は、下水道に汚水を流すために各家庭内に排水管や接続マスなどを設置し、台所・洗濯・風呂や水洗
トイレから出る生活雑排水を、すみやかに下水道に流す役割を果たしています。早めの接続をお願いします。
　最近、市内において、清掃業者が下水道の清掃訪問をする事例がありますが、一切、市とは関係ありません。

南城市上下水道部　水道総務課（０９８－９４６－８９９３）

日 月 火 水 木 金 土
法律相談……………………９４８−７１１１
消費生活相談………………９４６−８９８１
健診・検診…………………９４６−８９６１
予防接種・母子保健事業…９４６−８９８７
シュガーホール……………９４７−１１００

1 
特定検診（知念社会
福祉センター／ 9 時～
11 時）

2 3
乳児一般健診 

（大里総合保健福祉セン
タ ー ／ 13 時 30 分 ～
15 時）

4
サッカー大会１
日目（体協）（玉城
中学校・志喜屋多目的
広場／ 9 時開始）

5
区長会（玉城庁舎２
階ホール／ 15 時）
婦人がん検診（大
里 総 合 保 健 福 祉 セ ン
タ ー ／ 14 時 ～ 15 時
30 分）

6
消費生活相談

〔大里庁舎２階／ 10 時
～ 16 時（12 時 ～ 13
時を除く）〕
婦人がん検診（知
念社会福祉センター／
14 時～ 15 時 30 分）

7
BCG（生後３ヶ
月～６ヶ月未満）	

（沖縄県総合保健協会／
15 時 30 分～ 16 時）

8
１歳半健診（大里
総合保健福祉センター
／13時30分～15時）
婦人がん検診（佐
敷老人福祉センター／
14 時～ 15 時 30 分）

9
婦人がん検診（玉
城中央公民館／ 14 時
～ 15 時 30 分）

10

11
サッカー大会2日
目（体協）（志喜屋
多目的広場／9時開始）

12 13
消費生活相談〔大
里庁舎２階／10時～16
時（12時～13時を除く）〕
特定検診（久高島離
島総合センター／ 9 時
～ 11 時）
婦人がん検診（久
高島離島総合センター
／ 13 時 15 分 ～ 14
時 15 分）

14
特定検診（大里総合
保健福祉センター／ 9
時～ 11 時）

15
3歳児健診	

（大里総合保健福祉セン
タ ー ／ 13 時 30 分 ～
15 時）

16
特定検診（佐敷老人
福祉センター／ 9 時～
11 時）

17

18
サッカー大会3日
目（体協）（志喜屋
多目的広場／9時開始）

19
海の日

20
消費生活相談 

〔大里庁舎２階／ 10 時
～ 16 時（12 時 ～ 13
時を除く）〕
ぬちぐすい教室

（佐敷婦人の会／ 10 時
～ 11 時 30 分）

21
婦人がん検診（玉
城中央公民館／ 14 時
～ 15 時 30 分）

22 23
婦人がん検診（大
里 総 合 保 健 福 祉 セ ン
タ ー ／ 14 時 ～ 15 時
30 分）

24
DT（11 歳以上
13 歳未満の者）

（大里総合保健福祉セン
ター／ 13 時～ 14 時）

25
第５回南城市子
どもまつり（玉城
中央公民館周辺広場／ 9
時 30 分～ 15 時 30 分）

26 27
消費生活相談 

〔大里庁舎２階／ 10 時
～ 16 時（12 時 ～ 13
時を除く）〕

28
婦人がん検診（佐
敷老人福祉センター／
14 時～ 15 時 30 分）

29
婦人がん検診（知
念社会福祉センター／
14 時～ 15 時 30 分）

30
離乳食実習（要
予約）（大里総合保健
福祉センター／ 13 時
30 分～ 13 時 45 分）

31
DT（11 歳以上
13 歳未満の者）

（大里総合保健福祉セン
ター／ 13 時～ 14 時）

おやすみ・開館じかん
定期休館日 館内整理日

知念・玉城図書館
毎週
月曜日

毎月
第３木曜日

佐敷・大里図書館
毎週
火曜日

毎月
第４木曜日

平　日：午前9時～午後6時
土・日：午前9時～午後5時

※12時～13時は休憩時間のため閉館いたします。

8月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

7月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31
19（月）海の日
20（火）振替休館
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海
野

6/20
106回目を数える海野ハー
リー。港を１往復半、海側
と陸側のコースを２回こぐ
というハードさ。

馬
天

6/20
職域の部、ちびっこの部、
班の部のそれぞれで優勝を
目指しました。津波古青年
会のエイサーも披露。

奥
武
島

6/15
東西に分かれて本バーリー
の七番勝負。今年は4勝し
た西（イリ）に軍配が上が
りました。

h t t p : / / w w w . s h o u h a s h i . j p /

Fax 098-948-7149
（※月～金：10時～17時）
土・日・祝祭日は除きます。

尚巴志ハーフマラソン大会事務局
南城市役所 観光・文化振興課（玉城庁舎）

お問い合せ

募 集 期 間 7月5日　 8月6日月 金

種  目 ハーフマラソン 10km 3km
Tel 098-947-6866

雨天決行！！

START:11/ 7 日
am 9:00 (シュガーホール前)

参加者募集

平成 22年 7月 5日発行

南城市の人口

05

06

08

09

夏休みイベント
 地域活動支援センター / 公民館講座
国保 / 長寿医療保険
介護保険 / 南部東道路
人ひと / サークル

10

13

14

18

19

なんじょう日記
がっこう訪問
お知らせ掲示版
図書館だより
カレンダー

平成 22年 5月末日現在
(前月比 )

外国人登録を含む

世帯数
女
男
計

14,166 戸
20,284 人
20,566 人
40,850 人

(+22)
(+10)
(+17)
(+27)

04

■発行／南城市　〒９０１-０６９５　南城市玉城字富里１４３番地（情報推進課）　TEL０９８-９４８-７２２９　　FAX０９８-８５２-６００４
http : / /www.c i ty . nan jo . ok inawa . jp  

観光・文化情報サイト
なんじょうナビ！

観光スポット・店舗を
お探しなら。

南城ナビ
ムービーコンシェルジュ

市内のスポットを動画
で楽しめます。

東御廻り.com

御嶽やグスクを巡る
旅に出てみよう！

観光に関するお問い合わせ
観光・文化振興課TEL947-1100

各サイトに関するお問い合わせ
情報推進課　　　TEL948-7229
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